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衆
議
院
議
員
逢
坂
誠
二
君
提
出
東
日
本
大
震
災
追
悼
式
で
原
発
事
故
に
言
及
し
な
か
っ
た
理
由
に
関
す
る
質
問
に
対
す

る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

東
日
本
大
震
災
六
周
年
追
悼
式
に
お
け
る
内
閣
総
理
大
臣
の
式
辞
（
以
下
「
式
辞
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
は
、
東
京
電

力
株
式
会
社
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
（
以
下
「
原
子
力
発
電
所
事
故
」
と
い
う
。
）
に
関
連
し
て
「
福
島
に
お
い
て

も
順
次
避
難
指
示
の
解
除
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
復
興
は
新
た
な
段
階
に
入
り
つ
つ
あ
る
こ
と
を
感
じ
ま
す
」
と
し
、
ま
た
、

原
子
力
発
電
所
事
故
を
契
機
と
し
た
避
難
者
を
含
む
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
避
難
者
に
つ
い
て
「
し
か
し
な
が
ら
、
今
な
お

十
二
万
人
の
方
が
避
難
さ
れ
、
不
自
由
な
生
活
を
送
ら
れ
て
い
ま
す
」
と
し
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

東
京
電
力
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
の
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
（
以
下
「
福
島
第
一
原
発
」
と
い
う
。
）
の
廃
炉

・
汚
染
水
対
策
に
つ
い
て
は
、
課
題
は
あ
る
も
の
の
、
全
体
と
し
て
は
進
捗
し
て
き
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

三
に
つ
い
て

「
東
京
電
力
（
株
）
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
廃
止
措
置
等
に
向
け
た
中
長
期
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
（
平
成
二
十
七
年
六

一



月
十
二
日
廃
炉
・
汚
染
水
対
策
関
係
閣
僚
等
会
議
決
定
）
に
お
い
て
は
、
平
成
二
十
三
年
十
二
月
か
ら
、
三
十
年
か
ら
四
十

年
後
ま
で
に
廃
止
措
置
を
終
了
さ
せ
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
政
府
と
し
て
、
福
島
第
一
原
発
の
廃
炉
に
要
す

る
資
金
の
額
を
具
体
的
か
つ
合
理
的
に
見
積
も
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

四
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
我
が
国
の
海
外
へ
の
原
発
輸
出
を
も
念
頭
に
置
い
て
い
る
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は

な
い
が
、
式
辞
中
の
御
指
摘
の
部
分
は
、
自
然
災
害
に
係
る
防
災
に
関
し
て
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

二


